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O。はじめに
　一般に形容詞は名詞と動詞という2つの，おそらくは最も基本的な晶詞の中間的な存在として
捉えられてきた。が，その正確な位置づけは言語によって異なっている。例えば日本語のような
言語では形容詞は動詞により近いものとして捉えられ，ロシア語をはじめとする印欧語ではより
名詞に近いものとして捉えられてきた。
　日本語の形容詞はテンスを表示し，動詞と同様に活用を行うが，ロシア語の形容詞は名詞と同
じように形態的に性・数・格を表示し，名詞と同じ曲用を行う。また，日本語の形容詞が動詞と
同様にコピュラ無しで述語になることができるのに対して，ロシア語の形容詞はコピュラがなけ
れば述語として機能することができない。これは名詞が示す振る舞いと同じである。
　、しかしながら，ロシア語の形容詞が名詞に近い存在であるといっても，それらはあくまでも別
個の存在である。形容詞が名詞とどのような共通点を持ち，またどの点が異なるのかは詳細に明
らかにされなければならない。名詞に近いと言われながらもあくまでも名詞とは別個の晶詞であ
る形容詞のその詳細な性質を明らかにすることはロシア語学の重要な課題の一つであると考えら
れよう。本稿は，ロシア語の形容詞の詳細な性質の一端を明らかにしょうとする試みである。
　ここで扱うのは以下の例文においてイタリック体で示したような，ロシア語の長語尾形容詞述
語である1。
（！）O疑aφκ憂。αoμ6α兄
　　she－norn．　be－pr．　beautif慧1－nom．sg．f．
「彼女は美しい。」2
（2）OH　φ瀦侃。∂o嵐
　　he－nom．　be－pr．　young－nom．sg．m．
「彼は若い。」
　本稿では，この様な長語尾形容詞述語は句構造上どのような節点に支配されているのかを考察
する。以下，第1節では長語尾形容詞述語が（3）に示すようにAPに支配されている可能性を検討
する3。
（3）　　　　　　　S
　　　　　　　－　　 　　NP　 V　　AP
　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　A
そして，その結果，形容詞述語がこの様にAPに支配されていると考えるとその一致による文法
特徴の付与の方法が説明が付かなくなり，この構造分析には問題があると考えられることを示す。
　続いて第2節では，長語尾形容詞述語は一致の問題と指示詞〃3ακ侃の振る舞いを考えるとNP
に支配されていると考えるべきであることを論じる。
　さらに第3節では長語尾形容詞述語は（4）のように形容詞自身が名詞化してNとなっているの
ではなく，（5）のように空のNを修飾するAPに第一に支配されており，それが空のNとともに
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NPを形成していることを論じる。
（4）
（5）
　　　S
NP　　V　　NP　　　　　　　I　　　　　　N
　　　S
NP　　V　　NP　　　　　　〈　　　　　AP　N
　　　　　　I　　　【
　　　　　A　　θ
　また，同じ形容詞による述語であっても，以下のような短語尾のものは今回の考察の対象とは
しない4。
（6）○薮aφKpac班Ba．
　　she－norn。　be－pr．　beautiful－sg。f．
「彼女は美しい。」
（7）OR　φ赫。調。双．
　　he－nom．　be－pr．　young－sgm．
「彼は若い。」
1。形容詞句の可能性
　以後，本稿では長語尾形容詞述語を支配する節点が何かと言うことについて考察をすすめてい
く。ここで考え得る可能性の中で最も単純な発想は，これらの形容詞は上述（3）のようにAPに支
配されていると考えるものであろう。この考え方に従うと，例えば，（1）は以下の（1’）のような構
造をもつと考えられる。
（1）Oga　　φ　瓦ραoα8απ．
　　she－norn．　be－pr。　beautif登1－nom．sg．f．
「彼女は美しい。」
（1’）　　　　　　　S
　　　　　　NP　　V　　　AP
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o匪a　φ　　A
　　　　　　　　　　　　　I
　　　　　　　　　　　Kpac｝4Ba月
　しかし，形容詞述語κραoαθα£が形態的に示す文法特徴の問題を考えた場合，この考え方には問
題があることが明らかになる。
　長語尾形容詞述語は，形態的に性・数・格の3っの文法特徴を表示する。通常それらの文法特
徴は何らかの名詞（句）から一致によって受け取ると考えられている。例えば，以下のような名
詞句において，名詞を修飾する形容詞はその主要部名詞と一致することによって性，数，格と言
う文法特徴を受け取っている。
（8）　』P［AP［A　KpaCKBaH］］　　　　　　　［N五eBy嵐Ka］］
　　　　　　beautiful－r｝om．sg．f．　　gir璽一nom．sg．f．
「美しい少女」
　さて，ここで提示した長語尾形容詞述語はAPに支配されているという考え方に従うと，（1）の
長語尾形容詞述語ゆαoμ8απは主語名詞句。膿に一致していると考えなければその与えられてい
一26一
ロシア語における長語尾形容詞述語の句構造をめぐって
る文法特徴を説明することはできない。それ以外に形容詞に必要な文法特徴を与えることのでき
る要素がないからである。
　たしかに，この例を見る限り主語名詞句。肥は単数・女性であり，形容詞述語ゆαo媚伽も単
数・女性を示している。また，上述（2）に関して言えば，主語名詞句酬は単数・男性を示してお
り，述語形容詞瀦侃0∂薇も単数・男性を示している。これらを見る限り，述語形容詞が主語名詞
句に一致しており，その結果文法特徴を形態的に表示していると言う考え方には問題がないよう
に見える。
　しかし，長語尾形容詞述語は主語名詞句に対して一致しているとは考えられない根拠がある。
そのことは2人称代名詞醒を主語とする文を見ることによって明らかになる。
　ロシア語の2人称代名詞には単数の伽と複数の微の2通りがあるが，複数の微は聞き手
に敬意を込めた場合に単数の聞き手に対しても用いられる。これは多くの印欧語に見られる現象
と同じである5。
（9）
（a）HaTa護bH　A護eKca甑po8Ha，　Bbl　　φ　　　Kpac訓BaH．
　　Natal’ja　Aleksandrovna　you－pL　be－pr．　beautiful－nom。sg．f．
「ナ地心リヤ・アレクサンドロヴナ，あなたは美しい。」
（b）寧HaTaゐ只A識eKcaH及po聞a，　Bbl　　φ　　　Kpac旧b蓋e．
　　Nata1’la　Aleksa鍛dro、zlla　you－pl．　be－pr．　bea鷺tiful－110m．p｝．
ここでは，文頭に梅〃zα茄π廊θκo酬∂ρoθκαという一人の女性に呼びかける言葉が加えられてい
ることから2人称代名詞の碗は単数の聞き手に対して用いられていることがわかるが，この場
合注目すべきことは形容詞述語が主語が示す文法特徴である複：数という特徴を示さずに，実際に
指示されている対象一この場合は，飽〃z伽醜蹴θκo伽の08膿という一人の女性一のもつ単数・
女性という特徴を示していることである。つまり，6δ‘が実際には単数の対象を指示している場合，
それに一致しているはずの長語尾形容詞述語は主語8配の持つ文法特微である複数ではなく，単
数を表示するのである。
　これはとりもなおさず，形容詞述語砂αo一触が主語である86乙に一致していないことを示す。
　当然，ここで可能性として考えなければいけないのは6配の文法特徴が複数の対象を指し示す
場合には複数で，単数の対象を示す場合には単数となっており，戯は異なる2つの数を持つので
はないかということである。即ち，（9）の微は複数ではなく単数の文法特徴を有すると考える。
（9’）
（a）HaTa恥月AみeKca賦poBRa，8N　　　φ　　　Kpac冊a分．
　　Natarja　Aleksandrov且a　yo賢一sg．　be－pr．　beautifu1－nom．sg。f．
（b）＊HaTa護b分A護eKcaHムpoBHa，　Bbl　　　φ　　　KpacHBb韮e．
　　Nata1’ja　Aleksandrovna　you－sg。　be－pr．　beautif縫1－110m．pl．
　この様に考えれば，形容詞述語が主語名詞句と一致しているとする考え方に矛盾が生じなくな
ることになる。しかしながら，この考え方は当てはまらない。以下に見るように，他の品詞，例
えば動詞が述語として主語の微と一致を行う場合にはそれが実際には単数の対象を指示する場
合でも，複数として一致するからである。
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（10）
（a）HaTa」1団A誼eKcaH八poBRa，　Bbl　　脳TaeTe？
　　Natal’ja　Aleksandrovna　yoR－pl．　read－2．pl，pr．
「ナターリヤ・アレクサンドロヴナ，あなたは読書しているのですか？」
（b）＊HaT翻b男A護eKcal級poBHa，　Bbl　　噸Tae賑bP
　　Natal’ja　Aleksandrovna　you－pl．　read－2．sg．pr．
（11）
（a）HaTaゐ負A護eKcaH双poBHa，　Bbl　　y”〈e　　npo覗Ta朋P
　　Nata1’la　Aleksa箆dro鴨a　you－p1．　already　read－pl．pa．
「ナターリヤ・アレクサンドロヴナ，あなたはもう読でしまいましたか？」
（b）＊HaTa誼bH　A諏eKcaHムpoBga，　Bbl　　y＞Ke　　npoq解a調a？
　　Natal’la　Aleksandrov鍛a　you－pl．　already　read－sg．f．pa．
　この様に，醒が単数の対象を指し示す場合には文法特徴としての単数を有していると考えるの
にはいささか無理があると結論付けられる。その結果，同じ2人称複数代名詞翻が主語の場合で
も述語は形態的に単数を示したり複数を示したりすることになり，長語尾述語形容詞は実際には
主語名詞句と一致を行ってはおらず，これらの文法特徴は何か別のものから受け取っているとい
う結論を導き出さざるを得ない。そして，もしここで仮定したように長語尾述語形容詞を支配す
る節点がAPであると考えると，形容詞が文法特徴を得る唯一可能な対象である主語名詞句にそ
の能力がない以上，その特徴の与え方が全く説明が付かないことになる。
2．名詞句としての長語尾形容詞述語
　それでは，どのような構造が可能なのであろうか？　形容詞が性・数・格という文法特微を得
るためには，上で示した（4）と（5）の構造が可能であると思われる。
（4）
（5）
　　　S
NP　　V　　NP　　　　　　　l　　　　　　N
　　　S
NP　　V　　NP　　　　　〈　　　　　AP　N　　　　　I　　　I　　　　　A　　θ
これらのうち（4）では，長語尾形容詞は実際は名詞化しており，名詞Nとして節点NPに支配され
ているとするものであり，それに対して（5）では長語尾形容詞はそのまま形容詞として空の名詞N
を修飾しNPを形成しているとするものである。
　これらのどちらが正しい構造解釈かは次節で論じるが，ここで重要なことはどちらの解釈を採
用したとしても，長語尾形容詞述語はNPに支配されているという点である。即ち，ロシア語で
は形容詞がこの点においても名詞的な性質を示していると考える。それでは他には長語尾形容詞
述語が名詞的な性質を示していると考えられる点はあるのであろうか？
　まず第一に，長語尾形容詞述語はそれが形態的に表示する文法特徴が名詞と全く同じ，性・数・
格であるという事実があげられる。このことこそが，伝統的にロシア語の形容詞を名詞に近いも
のとして捉えてきた最大の理由である。しかし，長語尾形容詞は確かに性・数・格に関して形態
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的表示を行うものの，短語尾形容詞は性・数のみを表示して格については表示を行わないことは
重要である。つまり，短語尾形容詞はこの点に関して名詞と異なる性質を示しているのである。
その問題を考察するためにどのような述語が主語名詞句と一致を行い，どのようなものが行わな
いかを見てみよう。
　まず主語名詞句と一致する述語は動詞と短語尾形容詞である。
（！2）動詞述語
（a）HaTa乱川A遭eKca瓢poBHa，　Bbl　　脳TaeTeP
　　NataPla　Aleksandrovna　you－p1．　read－2．pLpr．
「ナターリヤ・アレクサンドロヴナ，あなたは読書しているのですか？」
（b）＊｝｛aTaJlb月A調eKca砿poB員a，　Bb玉　　q匿aembP
　　Natal’la　Aleksandro職a　you－pl．　read－2．sg．pr．
（！3）短語尾形容詞述語
（a）HaTa調bH　A護eKca瓢poB｝la，　Bbl　φ　　　Kpac聡bL
　　Natarja　Ale玉《sa簸drov1｝a　you　be－pr．　bea犠tiful－pl．
「ナターリヤ・アレクサンドロヴナ，あなたは美しい。」
（b）珊aTa翻A遜eKca即oB鴫Bも1　φ　Kpac貝Ba．
　　Natarja　Aleksandrovna　you－pl．　be－pr，　beautifu圭一sg．f．
これら動詞と短語尾形容詞が述語として用いられる例では，2人称代名詞戯が単数と解釈され
る場合でも述語は複数を示し，主語と文法的に一致していると考えられる。
　それ対して，主語名詞句と一致しない述語は名詞と長語尾形容詞である。これらは戯が単数と
解釈される場合には主語の文法特徴（＝複数）を示さずに単数を示し，主語と文法的に一致を行っ
ていないと考えられる。
（14）
（a）亙Hxa即CepFeeB晒，　Bbl　φ雌＞KeHepP
　　Mixail　Sergeevi乙you一鍛om，pl．　be－pr．　engineer－nom。sg．m．
「ミハイル・セルゲーイェヴィッチ，あなたはエンジニアですか？」
（b）率エ〉笈Hxa照CepreeB四，　Bb至　φ聞＞KeHePbl？
　　Mlxail　Sergeevi乙yo鷺一nom．pl．　be－pr．　engi薮eer一捻om．pl．
（15）
（a）HaTa涯b分A』eKcaH煮poB8a，　Bbl　　φ　　　Kpac腋Ba男．
　　Natal’la　Aleksandrovna　you－p1．　be－pr．　beau之i魚1－nom．sg．f．
「ナターリヤ・アレクサンドロヴナ，あなたは美しい。」
（b）＊HaTa調団A護eKca賦poBHa，　Bbl　　　　　φ　　　Kpac旧b｝e．
　　Natal’la　Aleksandrov織a　you・nom．p1．　be－pr．　bea銭tlful－nom．p1．
つまり，短語尾形容詞述語は形態的に表示する文法特徴が名詞と異なるだけではなく，主語と一
致を行うかという点においても名詞とは異なる特徴を示しているが，長語尾形容詞述語はこの点
でも名詞と同じ性質を示しているのである。
　そもそも何故名詞述語は主語に対して一致を行わないのか？　名詞の持つ文法章々，性・数・
格のうち，格を除いた性・数は何かに与えられているものでも一致によって受け取っているもの
でもなく6，名詞そのものの特性や内容によって決定されるものである。従って，何らかの要素に
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よる付与や一致という統語的位置によって決定される過程がここで新たに行われることは不可能
である。
　名詞述語においては性・数が主語名詞句と一致しないという事実は，θ配以外の名詞句が主語と
なっている例においても確認できる。
（！6）1＞10益RO丑apOK　φ経aCbl．
　　1ny　preSerlt－nOm．Sg．m．　be－pr．　WatCh－nOn1．P1．
「私のプレゼントは時計だ。」
ロシア語で》αoδ‘「時計」はいわゆる絶対複数（plurale　ta虻um）で，指示対象が単数の場合でも
複数を示す。従って，ここでは主語が単数であるにも関わらず，述語は複数を示すという状況が
生まれている。また，単数の主語に対して述語が複数を示すのはこの様な絶対複数名詞に限った
わけではない。以下の例は単数の主語に対して一般の名詞が複数を示して述語になった場合であ
る。
（17）巫。黄Ho脚OK　　　φ　穀BeTHble　　Kapa瓢a醐．
　　1ηy　present－non隻．sg．n1，　be－pr．　colored－nom．pl．　penci1－nom．p1．
「私のプレゼントは色鉛筆だ。」
また，次の例は男性の主語に対して，女性名詞が述語として機能しているものである。
（18）OH　φCBO60双HaH　n秘Ha．
　　he－no1噴．　be－pr．　free－no1／エsg．f．　bird－nom．sg，f。
「彼は自由な鳥だ。」
　この様に，ロシア語の名詞述語はその名詞自身の文法的性質や現実の指示対象の性質によって
性・数が決まり，主語との一致によってそれらを受け取ることはない。そして，長語尾形容詞述
語も主語とは一致しておらず，現実の指示対象と同一の文法特徴を示すという点で，名詞と同じ
性質を有している。その点においても，上で提案した（4），（5）の構造は長語尾形容詞述語の名詞
的特微を表現するものであると考えられる。
　また，指示詞〃zακ磁「この様な，非常に」は，長語尾形容詞述語の名詞的性質について興味深
い振る舞いを見せる。指示詞〃zακ罐は形容詞と同じ形態法を持ち，形容詞と同様に名詞を修飾す
るのに通常用いられる。
（19）　TaKO角　　　　　　　　yMKb揃　　　　　　　　・｛eJIOBeK
　　St1Ch－nOm．Sg．m。　WiSe－nOm．Sg．m．　perSOn－nOm．Sg．m．
「この様な利口な人間」
（20）TaKa珊　　　c盟CTeMa
　　such－1／0m．sg．f．　system－nom．sg．f．
「この様なシステム」
もし副詞的に用いられるのであれば，〃zακ08ではなく伽κ「この様に」が用いられる。こちらは
形態変化は一切行わない。
（2／）　He　rOBOP哲Te　　　TaK　FI）OMKo．
　　not　speak－i11窪P．　so　loudly
「そんなに大声で話さないで下さい。」
　これらηzακ磁／〃zακが短語尾形容詞述語につくと予想通り副詞としての〃2ακが用いられる。
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（22）○温a　　φ　TaK　Kpac縁Ba．
　　she－nom．　be－pL　so　beautifu1－sg．f．
「彼女は非常に美しい。」
それに対して，長語尾形容詞述語につくと副詞の〃zαんではなく，形容詞としての性質を有す
る〃zακ露が用いられる。
（23）　OHa　　　　　φ　　　　TaKa只　　　　　　　　Kpac鷲Ba負．
　　she－nom．　be－pr．　s葺ch－nom。sg．f．　bea雛tifd－non瓜．sg．f．
「彼女は非常に美しい。」
これは形容詞述語ではなく，名詞述語の場合と同じ振る舞いである。
（24）O践a　φ　TaKaH　　　／＊TaK　KpaCHBa興　　　双eBy撮Ka．
　　she－nom．　be－pr．　s穫ch－nom．sg．f。　　so　麦）eautiful－nom．sg．f．　gir1
「彼女は非常に美しい娘だ。」
　この様に，長語尾形容詞述語を修飾するものが脚んではなく〃撚磁であるという事実は長語
尾形容詞述語が名詞句としての性質を有していることを示す。もし名詞句を形成していなければ
名詞を修飾することをその機能とする〃～ακ磁が形容詞を修飾することはあり得ないからであ
る㌔
　上で提案した（4）と（5）のどちらの分析を採用するかは次節で考察するが，それぞれの場合
の〃zακ厩は以下のように分析されると思われる。
（4’）
（5’）
　　　S
NP　　V　　NP　　　　　　〈　　　　　AP　N　　　　　　…　　　　　A　　　　　　lい
　　　　TaKO廻
　　　S
NP　　V　　NP　　　　　－　　 A王）　　　NP
　　　　　l　　　　　〈　　　　A　　AP　N　　　　　i　　　　　｝　　　1、
　　　TaKO員　　A　　θ
いずれの分析を採用したとしても，〃三齪罐が修飾する要素は名詞をheadとする要素であり，形容
詞である〃zακ磁がここで見られる理由は説明が付く。しかし，長語尾形容詞述語が（3）のように
名詞句に支配されていないという分析を採用すると，この〃1ακ08の振る舞いは全く説明が付か
ないことになるのである。
3。名詞句内部の構造
　この節では前節で提案した（4）と（5）のどちらがより妥当な分析であるかを考察する。いずれの
分析とも長語尾形容詞述語がNPに支配されているという点が共通しているが，その内部の構造
は異なっている。
　先ずは，分析（4）であるが，これは長語尾形容詞述語が実際には名詞化しているという考え方で
ある。
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（4） 　　　S
NP　　V　　NP　　　　　　　】　　　　　　N
この考え方は，長語尾形容詞述語における名詞的性質を最も強く解釈したものである。即ち，名
詞性が高まった結果，形容詞が名詞そのものになっていると考える。この分析の場合，長語尾形
容詞述語は性・数を一致という文法的なプロセスによって受け取らず，名詞として，言語外現実
の指示対象によって性・数を決定する。それ故，主語名詞句とそれらの文法特徴が食い違うこと
があるのである。
　ここで仮定したようにもし，長語尾形容詞述語が名詞化していると考えれば，その振る舞いは
名詞としてのものを見せなければいけないことになる。例えば，名詞を副詞が修飾することはあ
り得ない。
（25）
（a）伽　　np㈱顯　　　aKWBHOCTb．
　　he－nom．　revea1－sg．n鼠．pa．　act量v玉ty－acc．
「彼は活発さを発揮した。」
（b）零OH　貰POHB嗣　　　o見eHb　aKT聾B貝OCTb．
　　he一貧om．　revea1－Sg．m．pa．　very　ac哲vity－acc．
（26）
（a）y既ero　φ　 60raTCTBO．
　　at　hi買レge1隻．　be－pr．　r童chness一鍛om．
「彼には富がある。」
（b）宰yHeFO　　　φ　　　Oqel｛b　60raTcTBO．
　　at　hirn－ge熱．　be－pr．　very　richness－nom．
以上の例は，いずれも形容詞から派生した名詞を含むものである。そして，（b）はそれらの名詞を
副詞。紹肋「とても」が修飾しているが，当然のことながら，それらはいずれも非文である。これ
は名詞を副詞が修飾することができないと雷う至極当たり前の原則から予測のつくものであろ
う。
　しかし，長語尾形容詞述語は副詞によって修飾を受けても全く問題はない。以下の（27）及び（28）
は上の（25）と（26）における名詞ακ〃～媚μoo〃zうと602α規αη80にそれぞれ派生上関連づけられる
形容詞ακ脚8κ磁及び60㌶〃z磁を長語尾形容詞述語として用いている文である。
（27）OH　φo聡跳aKT田Hbl首．
　　he－1101n．　be－pr．　very　active－noln．sg．1n．
「彼はとっても活発だ。」
（28）　○無　　　　　φ　　　　oqe田）　60FaTbl負．
　　he－nom．　be－pr。　very　　rich一簸om．sg．m．
「彼はとても豊かだ。」
これらの例では長語尾形容詞述語ακ〃z紹κ磁と602α〃観8が副詞。紹櫛によって修飾されてい
るが完全な適格文である。即ち，長語尾形容詞述語は名詞としての性質を示しておらず，これら
は名詞化していないことがわかる8。
　また，そもそも形容詞の名詞化というプロセスは特定の語彙項目にのみ生じるものであり，ま
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た名詞化するための形態的な表示方法は語彙項目によって様々である。例えば，（25）に見られ
るακ〃z媚κoα％は接尾辞一〇〇〃zうによって，（26）の602α椛。〃z80は一〇〃zθoによって形容詞から名詞
に変換されたことを表示している。
　ところが，長語尾形容詞述語はおよそあらゆる形容詞がその位置に立ちうるものである。仮に
ここに名詞化が行われていると仮定すると，特定の構文において名詞化という語彙的な要因が重
要な役割を果たすプロセスが全ての形容詞に関して要求されると言う極めて奇妙な現象が見られ
ることになってしまう。また，その際の形態的表示は「特別な表示を行わない」という方法が全
ての形容詞に関して取られることになる。そしてその様な説明が正当化される理由は何一つない。
　以上のような理由で上述（4）の分析は不適当だと思われる。そこで考えられるのが，（5）の分析
である。
（5）　　　　　　　S
　　　　　　　－　　 　　NP　 V　　NP　　　　　　　　　　　　〈　　　　　　　　　　　AP　N
　　　　　　　　　　　　I　　　I　　　　　　　　　　　A　　θ
この分析では，長語尾形容詞述語は空の名詞を修飾し，ともにNPを形成していると考える。形
容詞は顕在的な音形を持たない空の名詞に一致することによって形態的に表示される文法特徴を
得る。そして，空の名詞の文法特徴は華語外現実における指示対象の持つ特微によって決定され
るのである。
　この分析であれば，上で触れた2つの分析に関して見られた問題は生じない。まず，一致を行
う対象が空の名詞として確保されているので形容詞の一致の問題は生じない。また，形容詞は名
詞化しておらず，あくまでも形容詞として文構造の中に組み込まれているので統語的に名詞と異
なった振る舞いを行っても全く問題にならないし，（のの分析を考察した際に見たような形態的派
生の問題も考える必要はない。
　さらに，この分析には他にもロシア語の形容詞の記述に関わる大きな利点があることも付け加
えておくべきであろう。ロシア語の形容詞は単一の形容詞が長語尾形と短語尾形の2つを持つ。
長語尾形は性・数・格について変化を行い，短語尾形は性・数のみについて変化する。それぞれ
の用法における違いは，長語尾形が名詞を修飾する場合と文の述語として機能する場合の2通り
があり，短語尾形は文の述語としてのみ用いられると通常考えられている。この伝統的な記述だ
と，長語尾形の用法が2通りあり，きれいに整理されているとは言い難く，また文の述語という
位置にある長語尾形容詞が何故格を付与されているのかという説明がなされない。しかし，ここ
で提案した分析を採用すると，まず長語尾形容詞は名詞を修飾する位置でのみ用いられ，短語尾
形容詞は文の述語の位置でのみ用いられると考えられ記述が単純になり，さらには長語尾形容詞
は空の名詞との一致によって性・数のみならず格も得ていると考えることができる。もちろん長
語尾形容詞が修飾する名詞から性・数・格の文法特徴を得ているというのは通常の名詞句で生じ
ていることと全く同じである。そして，短語尾形容詞は，性・数は主語との一致によって得るも
のの，文の述語の位置において長語尾形容詞の場合の楽な一致する対象が存在しないために格を
与えられていないのである9。
　もちろん，この様な文法特徴を有する空の名詞はロシア語において他にも見られる。例えば，
ロシア語には以下に示すような不定人称文（29），一般人四文（30）と呼ばれる主語を持たない時制
文があるlo。
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（30）　B　ropo双e　　8　cTpGHT　　　　　HoByK）
　　inc圭宅y－10C．
「街では新しい学校が立てられている。」
（31）　至一｛aBo益ae　　　θBcTpe騒aeLロb　　pa3｝｛1）lx
　　on　war－10C．
「戦場では色々な人に出会うものだ。」
　　　　　　　　　　　　崖KO誼y，
build－3．pl．pr．　new－acc．sg．f．　schooLacc。sg。f．
　　　　　　　　　　　　　護K）八eK．
meet－2．sg．pr．　various－acc．P1．　peoP至e－acc．P1．
これらの文はいずれも主語が明示的に表現されることがない。いずれの場合も主語の省略ではな
く，主語は積極的に存在しないのである。また，（29）の不定人称文では動詞が3人称複数を表示
しており，（30）の一般人称文では2人称単数を表示している。このことから，主語の位置に動詞
が一致する対象としての空の名詞句が存在し，それらは人称・数という文法特徴を持っているこ
とが推測される。さらに，これらが時制文であることから，主語の位置にある空の名詞句は主格
という格も与えられていると考えられる。これらの主語位置の空の名詞句が長語尾述語形容詞が
修飾する位置にある空の名詞と同じものかどうかはここではわからないが，少なくともロシア語
において通常の名詞（句）と全く同じように文法特徴を有する空の名詞（句）は他にも存在する
ことは確かなようである。
4。おわりに
　以上，本稿ではロシア語において形容詞が名詞とどのような点で同じ特徴を示し，またどのよ
うな点が異なるのかを詳細に明らかにしていくための一つの試みを行った。それによると，長語
尾形容詞述語は顕在的な要素は形容詞しかないにも関わらず名詞句に支配されているという点で
は名詞的であるが，それは完全な名詞としてではなくあくまでも空の名詞を修飾する形容詞とし
て名詞句に支配されていると結論付けられた。
　Bca穫eHKo（！963）は長語尾形容詞述語が「名詞化している」と表現している～方で，これは通
常の意味での名詞化とは異なるものであると述べている。HcaqeHKO（1963）は「名詞化」を定義
する際に「名詞の構造的位置にあらわれる，即ち名詞の機能を果たしている長語尾形容詞は名詞
化していると考えられる」と述べているが，この点に関して本稿では長語尾形容詞述語が名詞句
に支配されていると結論付けることによって明確に表現し，かつそれがどのように名詞と異なっ
ているかということを示すことができたと思われる。
　当然，今後の課題として残された問題もある。第一に空の名詞の性質の明確な特定である。不
定人称文や一般人称文に見られる空の主語名詞句と長語尾形容詞述語が修飾する空の名詞は同じ
ものなのか？　少なくとも一般の名詞が持つのと同じ文法特徴を持っていると考えられる点では
極めて似通っていると考えられるが，結論付けるためには今後のより深い考察が必要である。
　また，ここに見られる空の名詞は省略によって生じたものなのか，それとも基底部で空のもの
として最初から生成されているものなのか？　ロシア語においてはしばしば談話機能上必要のな
い要素の省略が行われるが，この空名詞はそれらと同じプロセスによって生じたものかを決定す
ることは現時点では不可能である。
　さらに，ロシア語においては通常品詞の変換は形態的に表示されるが，長語尾形容詞に限りそ
のままの形で名詞化することがある。例えば，翼θ膿彦というのは「学識のある」という意味の形
容詞であると同時に「学者」という意味の名詞としても用いられるし，麗⑳o鋸詔。θは「凍った」
という形容詞に加えて「アイスクリーム」という名詞にも解釈できる。この様に品詞変換が一切
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の形態的表示無しで行われ得るのは長語尾形容詞のみである。もちろん，この場合の長語尾形容
詞の名詞化ではそれぞれの名詞の性が限定される11上に，名詞化した際に元々の形容詞の意味に
何某かの意味が付加されているので長語尾形容詞述語とは明らかに性質が異なっているが，長語
尾形容詞に見られる名詞的特徴を考える上で，この問題を避けて通ることはできないと思われる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　註
1本稿のグロスで用いた略記は以下の通り：nom．漏主格，　gen．＝生格，　dat。＝与格，　acc．罵対格，　ins．＝造格，　loc．＝
蔀置格，sg．二＝一単数，　pl。＝複数，　m。漏男性，　f．＝女性，　n．＝申性，　pr．＝現在時制，　pa．＝過｛去蒔制，1，漏1人称，2．漏
2人称，3．＝3人称，imp．＝命令法。
　また，名詞のように本来的に性を持つものと形容詞のように一致によってそれを得るものをグロスでは一切区
溶せずに同じように文法特徴を示している。
2ロシア語の連結動詞6〃〃妨の現在形は通常顕在的にはあらわれない。但し，ある種の環境においてθo〃zδという
形で顕在化することもあるが，これは通常の動詞と異なり人称・数によって屈折することはない。
3匹田（1998，！999）では，連結動詞6δ〃zδの主格述語名詞句は主語と姉妹の位置にあると考えた。ここではそ
れに従って長語尾形容詞述語も同じ位麗にあると考えるが，より慎重な議論が必要であるのは雷うまでもない。
4長語尾形は性，数格を示すが，虚語尾形が示すのは性，数のみである。従って，以下，形容詞で性・数・格
の3つの情報がグロスに示されているものは長語尾形，性・数のみが示されているものは短語尾形とし，長語罷
か短語尾かの情報はグロスにはいちいち含めないこととする。
5ロシア語では複数において性の対立が失われる。従ってグロスにおいて複数の場合には性に関する情報が含ま
れていない。
6ロシア語の連結動詞文における名詞句による主格述語の格付与の方法に関しては諸説ある。もっとも伝統的な
立場は，AH　CCCP（1970，1980）やBarnetova（1979）などに菟られるもので，主格述語は主格主語と格におい
て一致しているとするものである。HOMA湘（1990）は，他動詞が圏的語名詞句に対格を要求するのと同じように，
連結動詞6δ〃zδも述語名詞句に主格を要求すると論じる。これらに対して，匹田（1998，1999）では主格主語に
主格を付与するのと全く同じメカニズムで述語にも主格を付与する方法を提案した。ただし，いずれの説におい
ても説明の対象としているのはもっぱら主格述語名詞句であって，本稿で問題としているような長語尾形容詞述
語ではない。長語尾形容詞述語に格を与える方法に関してはさらなる慎重さと考察が必要であることは言うまで
もない。
7但し，（23），（24）において何故〃zακが不可能なのかは全く説明が付かない。この問題は今後の課題である。ま
た，この点に関しては曲節の註8においても触れる。
8この点に関して以下の文が問題を提起する。
（i）‡OHa　φ　TaK　Kpac廼Ba∫1．
　　she－aom．　be－pr．　so　beautiful・110m．sg．f．
「彼女は非常に美しい。」
ここでは，形容詞〃zακ砿ではなく，副詞〃z砿が長語尾形容詞述語を修飾しているが，私が行ったインフォーマ
ント調査では，これは譲文との判断を頂戴した。また，上述（23）のような形容詞〃2ακαπが修飾する場合は適格で
ある。
（23）O賢a φTaKa月　Kpac麟Ba負．
　　she一職om．　be－pr．　such－nom，sg．f．　beautifu1一職om．sg．f．
ジ彼女は非常に美しい。」
これは長語尾形容詞述語が名詞化してはいないことの反証となりうるように見える。しかし，上でも触れた例文
（24）を見ていただきたい。
（24）OHa φTaKa月　／＊TaK　Kpac聾Ba戴　五eBy田Ka，
　　she－nom．　be－pr．　such－norn．sg．f．　so　beautifu1－nom．sg．f．　girl
「彼女は非常に美しい娘だ。」
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このように主要部名詞とともに名詞句を構成する長語尾形容詞を修飾する場合でも副詞〃zακは用いられること
がなく，形容詞！襯κ04が用いられなければならない。従って，長語尾形容詞を〃2硫が修飾することができない
のは，長語尾形容詞述語が名詞化しているからではなく，〃zακの性質によるものであると考えられよう。
　また，今回の調査では，この様な〃zακの用法は非文法的であると結論付けられたが，本当にこれらが非文なの
かは不明である。例えば，「いわゆる」という意味を持つ表現として，溺ακκα3配θαθ鋤砿というものがあるが，
これは，厳密には形容詞というより被動形動詞であるが，少なくとも形式的には長語尾形容詞を副詞〃zακが修飾
する形となっている。
（ii）　TaK　｝｛a3blBae赫oe　　　　aKTya護bHoe　　　　　畦」1eHeH廻e　　　　　　　　目Pe双」10＞KeH｝｛消
　　so　called－nom．sg，n．　actua1噴om．sg．n。　division一鷺om．sg。n，　sentence－gen．pl．
「いわゆる文の現実的区分」
　さらに，スウェーデン・ウプサラ大学スラブ学科において作成されたウプサラ・コーパスに対するオンライン
検索がドイツ・チュービンゲン大学のサイト（http：〃www．sfb441．uni－tuebingen。de／b1／en／korporahtml）で利
用できるが，それによって調べたところ，少数ではあるものの，〃zακが長語尾形容詞を修飾しているものが見ら
れた。今後はこれらの例を含め，舵ακの用法を詳細に検討する必要があると思われる。なお，ウプサラ・コーパ
スについては上記のサイトの他，Ji6HHrpe酵（！993）や浦井（！997，1999）などを参照。
9Chva町（1975）は短語尾形容詞による述語は節点Vに支配されていると述べている。その理由は，長語尾形容
詞が名詞と同様に性・数・格の3つの文法特徴を形態的に表示するのに対して，短語尾形容詞は性・数を示すに
過ぎないからである。ちなみに，虫語と性・数のみに関して一致するのは動詞の過虫形と岡じである。
10これらの用法に関して，詳しくは参照文法等を見ていただきたいが，英語における総称的なtheyとyouが用い
られる構文と極めて類似した現象である。
u例えば，蝉θ門田は男性，泥ρρo認躍。θは中性である。
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